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歴史・文化遺産・伝統文化 第 4陣 

 

１． プログラム概要 

本事業は「JENESYS2.0」の一環として、クール・ジャパンを含め、わが国の強みや魅力、

日本人の価値観への理解促進を目指し、カンボジアより音楽交流に関心を有する大学生・

専門学校生訪日団 23 名が来日し、3月 10日から 3月 18日までの 8泊 9日の日程でプログ

ラムを行いました。 

 

２．参加国・人数 

カンボジア 23名 

 

３．訪問地 

千葉県、東京都、長野県 

 

４．目的 

１）日本の歴史・文化遺産・伝統文化に興味・関心を有するアジア諸国の青少年が、クー

ル・ジャパンを含め、我が国の強みや魅力等の日本ブランド、日本人の価値観への理

解を深め、帰国後、日本の魅力について積極的に発信する。 

２）アジア諸国と日本の青少年の相互理解と交流をはかり、将来の礎を築く。 

３）日本とアジア諸国の関係を深め、親日家を育てる。 

４）日本国内の地方の国際化のため、グローバル人材としての青少年の育成をはかる。 
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５．日程 

 

3月 10日（月） 

羽田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

 

3月 11日（火） 

【視察】東京国立博物館、浅草、原宿、都庁展望台 

 

3月 12日（水） 

【学校交流】日本大学 芸術学部 

 

3月 13日（木）～3月 16日（日）：長野県小県郡青木村 

【表敬】青木村役場 

【視察】軽井沢千住博美術館、青木村加工組合、株式会社キャステク、 
【講義】青木村活性化の取組 

【文化・自然体験】餅つき、おやき・雪体験、いちご狩り 

【音楽交流】青木村児童館、義民太鼓 

【交流】ホームステイ 

【ワークショップ】 

 

3月 17日（月） 

【視察】お台場 

報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

 

3月 18日（火） 

成田国際空港より出国 
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６．写真 

６－１ オリエンテーション 

  

3/10オリエンテーション（東京都） 3/10オリエンテーション（東京都） 

Orientation (Tokyo) Orientation (Tokyo) 
 
６－２．都内プログラム 

  

3/11歴史・伝統文化：国立博物館（東京都） 3/11：歴史・伝統文化：浅草（東京都） 

Historical and Traditional Culture: Tokyo 

National Museum(Tokyo) 
Historical and Traditional Culture: Asakusa 

(Tokyo) 

  

3/12学校交流：日本大学芸術学部（東京都） 3/12学校交流：日本大学芸術学部（東京都） 

School Exchange: Nihon University, College of 

Art (Tokyo) 
School Exchange: Nihon University, College 

of Art (Tokyo) 
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６－３． 

地方プログラム(長野県小県郡青木村） 

 
 

3/13 芸術：軽井沢千住博美術館（軽井沢町） 3/14地方自治体表敬訪問：青木村役場（青木

村） 

Art: Hiroshi Senju Museum Karuizawa 

(Karuizawa) 

Courtesy Call: Aoki Village Office  

(Aoki Village) 

 

 

3/14地場産業：青木村加工組合視察（青木村） 3/14地場産業：株式会社キャステク（青木村） 

Local Industry: Product Processing Union 

(Aoki Village) 

Local Industry: Castec Corporation (Aoki 

Village) 

  

3/14 音楽交流：青木村児童館（青木村） 3/14 音楽交流：青木村児童館（青木村） 

Musical Exchange: Aoki Village children's 

house  (Aoki Village) 

Musical Exchange: Aoki Village children's 

house  (Aoki Village) 

http://ejje.weblio.jp/content/children�
http://ejje.weblio.jp/content/s+house�
http://ejje.weblio.jp/content/s+house�
http://ejje.weblio.jp/content/children�
http://ejje.weblio.jp/content/s+house�
http://ejje.weblio.jp/content/s+house�
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3/14 ホームステイ対面式（青木村） 3/15音楽交流:義民太鼓（青木村） 

Meeting with Host Family (Aoki Village) Musical Excnage: Gimin Drum (Aoki Village) 

  

3/15音楽交流:義民太鼓（青木村） 3/15歴史・伝統文化：餅つき（青木村） 

Musical Excnage: Gimin Drum (Aoki Village) Historical and Traditional Culture: Rice 

Cake Making (Aoki Village) 

  

3/15地域概要紹介：青木村活性化の取り組み 

（青木村） 

3/15ホームステイ（青木村） 

Introduction of the Region: Aoki Village 

Office (Aoki Village) 

Homestay (Aoki Village) 



 

6 

  

3/15ホームステイ（青木村） 3/16自然：雪体験（青木村） 

Homestay (Aoki Village) Nature: Snow Activity (Aoki Village) 

  

3/16ホームステイ：いちご狩り（青木村） 3/16ホームステイ歓送会（青木村） 

Home stay: Strawberry Picking (Aoki Village) Farewell Party with Host Family (Aoki 

Village) 

  

3/16ホームステイ歓送会（青木村） 3/16ワークショップ（青木村） 

Farewell Party with Host Family (Aoki 

Village) 

Workshop (Aoki Village) 
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６－４．報告会 

  
3/17報告会（千葉県） 3/17報告会（千葉県） 

Reporting Session (Chiba) Reporting Session (Chiba) 

 
 
7. 参加者の感想（参加者の感想文の抜粋） 

◆今回の訪問を通じて、もっとも印象に残ったこと、また帰国後伝えていきたいこと 

 

・この約 10 日間の日本訪問で、特に日本の文化・芸術及び日本の生活習慣に興味を持ちました。

その中でも日本の芸術分野は大変進歩していることに私は感動しました。日本の”着物“は古代

から伝えられている芸術品であり、日本の文化の中で大変重要で深い意味を持っています。そし

て、プログラム中、2 泊 3 日のホームステイを通じて、日本人の家庭でお世話になり、日本人の

生活様式を理解するとともに、日本人が大好きになりました。帰国後、日本の発展及び日本の全

ての素晴らしいところを家族や友人に伝えたいと思っています。今回の日本の訪問は一生忘れら

れない思い出になりました。 

 

・日本を訪問して、私は日本が世界中で最も進歩している国だと思いました。特に印象に残って

いるのは東京国立博物館です。博物館のスタッフより注意事項などを丁寧に説明してもらい、そ

の礼儀正しさに感動しました。そして博物館の展示を見学して、日本は古代から様々な芸術品を

大切に保管していると感じました。また、日本大学では大学の教職員や大学生の皆さんに暖かく

歓迎してもらいました。一方、長野県山間部の青木村では村職員の素晴らしいリーダーシップの

下で、村民がのどかな町で幸せに暮らし、仕事や商売等を行い、成功していると思いました。日

本の大企業であるキャステク株式会社が青木村に工場を構えていることも大変印象的でした。最

後に、日本政府と日本国民の皆さんが私達に日本を訪問する機会を与えて下さったことに心より

感謝をしています。帰国後、JENESYS2.0で得られた経験、そして、日本の文化・伝統・全ての分

野の発展をカンボジア国民に伝えたいと思っています。 

 

・帰国後、私は家族や友人、知人に対して、日本は全ての分野で発展しており、特に技術分野は

最先端の技術を持っていて、私の想像をはるかに超えていたと伝えたいと思います。また長野県

の青木村へ行った時には、日本政府・地方自治体が日本国民の生活を豊かに、そして安全に暮ら

せるように、様々な政策・配慮を実施していると感じました。自然災害の多い日本では国民がい

つでも起こり得る地震などから身を守ることができるように、各家庭に災害用の装置を取り付け

たり、災害防止対策放送を実施したりして、常に身の安全を確保できるように指導していました。

このような災害から身を守るために、日本人は自ら意見を出し合い、お互い協力し合うような性

格、習慣になったのではないかと思います。また、これによって革新的な発想が生まれ、現在で

は日本は高層ビルが立ち並び、安全で、地震や自然災害対策に備えることができる国になったの

だと思います。更に、このような日本人の性格が地震対策だけでなく、人々が求める高品質で素

晴らしい製品を造り、世に出すことができるようになったのだと分かりました。 

以上 


